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2023.11.24 建築設備士の日
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１．目的／活動内容

【目的】
環境建築のためのシミュレーション技術の普及

促進のための活動を行う。

【活動内容】
• 環境シミュレーションを利用している事例シー
ト作成と発信。

• JABMEEの会員でシミュレーションを使ったこ
とがない方の参考にもなる資料の作成。

• 勉強会などを行い知見を深める。
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２．2023年度の活動

第1回WG 5月31日（キックオフ）

2023年5月に発足したWG。
最近改修したワークスペースの見学も兼ねて持ち回りでWGを開催する。

第1回WG 5月31日（キックオフ）
第2回WG 8月 1日（日建設計飯田橋）
第3回WG 9月19日（日本設計虎ノ門）
第4回WG 11月21日（日建設計竹橋）
第5回WG 1月31日（日建設計飯田橋）

議題:自己紹介
活動について
WGの発信方法について
毎回持ち回りで事例を紹介する



第2回WG 8月 1日（日建設計飯田橋）
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「PYNT（ピント）」とは、日建設計が東京の自社オフィスに新たに
オープンした「つながる」、「学ぶ」、「発信する」の３つをテーマ
した“共創の場”です。

議題:事例紹介（JR熊本駅ビル）
事例シートを成果の一つとする
WG成果の発信方法について
ＷＧ活動内容について



第3回WG 9月19日（日本設計虎ノ門）＋懇親会
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議題:事例シートのフォーマットについて
勉強会や他WGとの意見交換会について
ＷＧ活動内容について（WG後に親睦会）

新オフィスでは、太陽光や方位などその場所固有の
変化をもたらすパッシブな要素と、照明や温度、気
流、音、ブラインドの開閉など意識的に操作するア
クティブな要素の掛け合わせにより、場所ごとに個
性を持った「多様な環境」を創り出しています。



第4回WG 11月21日（日建設計竹橋）
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築50数年のビルに
最新の設備を導入

議題:事例紹介（北海道地区FMセンター）
スマートビルガイドライン勉強会



第5回WG 1月31日（日建設計飯田橋）
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「PLAZA」と名付けられ、受付、
ワークスペース、会議室が並ぶ

議題:事例紹介（クラウドを使用した流体解析）
事例シートを内容確認
スマートビルとシミュレーションについて

3つのカウンターは極力化石燃料ベースの燃料を
使わず、再生・再利用可能な自然由来の材料を
使用した、それぞれ異なる実験的なマテリアル
が使用

カーボンニュートラル推進の一環として、
原材料や製品の循環で環境負荷低減を目指
す「サーキュラーエコノミー」に挑戦して
います。

マッシュルームレザー

天井は竹



事例テンプレート（案）



実プロジェクトへの記入



実プロジェクトにおける環境シミュレーション
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３．課題と今後

◆課題となるキーワード
①効率化:BIM連携も
②X R（クロスリアリティ）:出力、表現方法
③最適化
④A I（人工知能）
⑤ゼロカーボン（脱炭素）:ZEB連携も
⑥etc・・・

◆設計フローを作成し、活用フェーズを明確にする。

◆情報収集を行い、発信の方法を考える。

◆実務におけるシミュレーションについて、気軽に議論できる
場としたい。

◆比較的若いメンバー構成です。
本WGに興味のある方、是非ご参加ください。
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【目的】
環境建築のためのシミュレーション

技術の普及促進のための活動を行う。

• 環境シミュレーションを利用して
いる事例シート作成と発信。

• JABMEEの会員でシミュレーショ
ンを使ったことがない方の参考に
もなる資料の作成。

• 勉強会などを行いシミュレーショ
ンに関する知見を深める。
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2024年度の活動内容
1.事例シートの外部発信
昨年から行っている「事例シート」をまとめて外部に発信する。
設計へのフィードバックや失敗、改善点なども可能な範囲で記載することで
きれいな画像や数値だけではない資料としたい。

2.新しい技術やツールの情報収集と評価
効率化、X R（クロスリアリティ）、最適化、A I（人工知能）、ゼロカーボン
脱炭素などのキーワードに焦点を当て情報収集を行う。
また、新しいツールを試用・評価も行う。

3.勉強会と他WGとの交流会
スマートビルガイドラインの勉強会を継続。
業界の最新動向について学び、他の専門家との交流を深める。

4.シミュレーションの設計フローの明確化
身近なツールであることを認識してもらうために、シミュレーションの設計
フローを作成し、活用フェーズを明確にする。

5.定期的なWGの実施
2か月に1回のペースでWGを行うことで、定期的な進捗確認とアイデアの共有。


